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触媒脱硝反応塔および排ガス再加熱器の廃止により大幅な
発電量の増加が見込める（触媒脱硝設備を有する施設に比
べ，売電 17％増）ことから，小型施設にとっても発電設備
を導入するメリットが大きくなり，発電設備を有する廃棄物
焼却施設の増加への貢献が期待される。
　また，従来型装置では触媒脱硝反応塔がない場合（NOx

規制値が比較的高い地域）に常用設備であった無触媒脱硝
設備を，新型装置ではバックアップ設備とすることができ，
大幅な薬剤使用量削減が見込まれる。さらに，設備機器点
数削減（触媒脱硝反応塔，排ガス再加熱器）によるライフ
サイクルコスト低減ならびに施設機器配置のコンパクト化が
期待できる。一方，焼却炉設計の観点では，本装置は大型
化が容易という特徴がある。ストーカ式焼却炉のスケール
アップには炉幅の拡張を伴うが，本新型装置は焼却炉天井
から高温混合気を供給する吹込みノズルのピッチ毎（炉幅
方向）に炉幅方向のモジュール化設計が可能であることか
ら，ストーカ炉の大型化が容易である。
　以上のとおり，本新型装置は JFEエンジニアリングの主
力装置となるだけでなく，今後の廃棄物処理業界に多大な
貢献が期待できる装置である。

3． おわりに

　廃棄物焼却炉に求められる役割が年々高度化，多様化し

ている中，長年の実績により高い完成度が裏付けられてい
る JFEハイパー �M


